
＜様式 6-5 学校教育活動支援事業成果報告書＞ 

【活動の主題】 新田学習 

【副題】 ～ふるさとの人・自然・文化とふれあい ふるさと「だいすき」な南そまっ子に！～ 

【学校名】甲賀市立甲南第二小学校 

 

１ 本校の概要 

本校は甲賀市甲南町の西部に位置し、豊かな自然に

囲まれた全校児童 123 名の学校である。今年度からコ

ミュニティ・スクールとなり、地域と協働した学校づ

くりを進めている。 

「地域を活かし 人とつながる 笑顔あふれる学校」

をめざし、『笑顔 つながり』をキーワードに、地域や

人とつながる豊かな体験活動を行っている。その一つ

が「新田学習」で、豊かな自然が残った「新田」地域の

皆様にご協力いただき、人・自然・郷土にふれあい、探

究活動をすることで、郷土を愛する心情を育てる学習

活動である。他にも、地域特産の「杉谷なすび・とうが

らし」をはじめ、さつまいもや米などを栽培する農業

生産活動、なりたい自分を見つけるキャリア教育等、

様々な体験学習を行っている。 

２ 取り組んだ内容 

（１）新田学習 

毎年５月に、全校児童が校区である「杉谷新田」に出

かけ、ふるさとの人や自然、郷土の歴史にふれる体験

活動や探究活動を約25年続けている。伝統的な学校行

事で、多くの保護者や地域の方に、学習サポーターや

講師として支援いただいている。今年度は５月15日の

行った。 

１・２年生は生活科「いくぞ！そまっこたんけんた

い」の学習で、散策や川遊びをとおして自然にふれた

り生き物を見つけたりした。３年生は、社会科・総合的

な学習で、「新田ウォークラリー」を行い、地域のお年

寄りとグランドゴルフをしてふれあったり、見つけた

ことや調べたことを地図にまとめたりした。４年生は、

総合的な学習「ホタル探検隊」の一環として、山歩きや

岩尾池でのカヌー体験をとおして、森林や水環境につ

いて学んだ。５年生は総合的な学習「琵琶湖学習」のス

タートとして、杉谷川の源流を探し、その水を持ち帰

って自分たちが育てている稲栽培に活かした。６年生

は、総合的な学習「ふるさとの魅力を発掘しよう」で、

歴史的遺産が残る息障寺を訪れたり、甲賀忍者の足ど

りをたどったりし、魅力発信のための調査を行った。 

（２）生活科や総合的な学習の時間での取組 

各学年の総合的な学習の時間で、新田学習での学び

を活かし、探求課題を設定したり、学んだことを発信

したりする学習を進めた。４年生は、「ホタル探検隊」

の学習で、ホタルが生息するためにはどんな環境が必

要かを調べたり、新田地域から流れる学校前の杉谷川

の水質を調査したりし、ホタルを守るために自分たち

ができることを考え、全校に発信した。 

また、１・２年生は生活科の学習で、学校前の杉谷川

に入り、新田での川遊びの経験を活かして生き物を調

べることができた。 

 

 

 

 

 

３ 活動の成果 

新田学習は本校の伝統行事であるため、子どもたち 

だけでなく、保護者や地域の方も毎年大変楽しみにし

てくださっている。50名の学習サポーターや講師の支

援を受け、今年度も安全に行うことができ、充実した

活動となった。 

 また、新田に行って、発見したり聞いたり調べたり

したことをもとに、探求的な学習が広がり、すべての

学年において、まとめたことを階段掲示板に掲示し、

発信することができた。 

 新田学習は野外での活動であるため、事前の下見や

準備が必要となる。下草を刈ったり子どもたちが歩く

道を確保したり、安全に川遊びができるよう水量を見

定めたりしながら進めてきた。引き続き、CSの活動と

も協働しながら持続可能な形で続けていけるよう、見

直し改善を図っていきたい。 

 今回の助成で、川遊びや水質調査時に使用するライ

フジャケットと新田学習の際の仮設トイレ、トイレ用

テントを購入した。ライフジャケットは児童用しかな

かったため、大人用を購入し、体の大きい子や見守り

用に活用することができた。仮設トイレについては安

全な活動場所にするため、場所を増やして活用してい

きたい。 

 


